
 

 
 

 

 

  

10 月の星空情報の第 2 弾は 10 月 4 日に「衝」を迎える土星と 10 月 

24 日～25 日に月が土星に接近すね天文現象です。 

10 月 4 日に土星が「衝」となりも頃を迎えます。衝の頃の土星は、地 

球から見てちょうど太陽と反対側に位置しています。このため土星は、日 

の入頃に東の空に昇り、真夜中には南の高い空で見え、日の出の頃に西の

地平線に沈んでいき、ほぼ一晩中観察できます。地球から見た土星の傾き 

によって土星の環の開き具合が年々変化します。2025 年はほとんど真横 

から環を見る状態となり、非常に珍しい薄い環が見られました。2026 年 

は土星の傾きがやや増し、環の傾きも少し開きました。(次ページへ続く) 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         クレジット ２０２６ 国立天文台(NA 

天空が広がるうぶやまの高原には、秋の気配を感じさせる爽やかな秋風
が吹いています。秋の夜長、うぶやまの夜空には素晴らしい秋の星空が輝
いています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     クレジット ２０２5.10.1 石垣島天文台 国立天文台(NAO) 

    10 月 24 日には、月が土星に近づきます。宵の頃には、南東の空で月 

 の下側に土星が並んで見られます。最も近づいて見えるのは 19 時頃で 

す。ただし、離角が役 5.5 度と月の見かけの直径の 10 倍ほども離れて 
いますので、この時刻を過ぎても見た目の離れ具合はあまり変わらないよ 

うに感じられるでしょう。月と土星が並ぶ様子は、25 日の夜明け前に両 

天体が地平線に沈むまで観察できますので、ぜひじっくりと楽しんでく 
ださい。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

              最新の土星(2026.7.31 うぶやま天文台) 

 

 


